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③
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ド
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町
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の
ど
自
慢
の
申
込
者

l
l
i
l
i-
-
A制
剥
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l
二

F

の
ど
自
慢
は
塑
芋
二
日

LMM新
知

計

別

別

判

長

川

掛

け

合

一

〔

挨

拶
〕
共
同
募
金
大
村
一
は
曲
目
ハ
営
日
ま
で
に

守
主
主
謹
一
一
ω

詰
時
的
一
円
四
九
日
詰
一
時
読
共
同
募
金
一
円
程
堅
持
駐
在

i
1
1
1
1
ト
レ
M

L
一
賀
川
三
放
港
局
か
ら
、
北
一
三
れ
は
共
同
募
金
に
繰
一
会
大
村
支
会
一
②
い
刈
リ
ヨ
香
川
『
ク
一
て
、
十
二
月
八
日
ま
で

N
H
K

募
金
の
夕
べ
一
昭
一
昨
撰
世
間
山
知
ヰ
即
日
臨
時
間
一
順
守
u
h
十
五
郎
部
品
協
同

f
i
l
l
i

s-
-
l
i
l

i

a
-
-
l
i
l
i
a-

-

l

一
要
と
さ
れ
て
い
る
り
で
、
一
開
催
要
項
は
次
の
通
り
で
一
(
一
)
日
時
、
場
所
U

十
一
一
一
ハ
ι
ベ
成
一
什
仁
川
肝
日
日
-
唯
一
一
刊
誌
訟
に

N
H
-
K
・
で
は
多
数
の
臆
一
あ
り
ま
す
。
一
月
十
一
日
〈
土
》
午
後
一
分
か
ら
勝
下
に
放
迭
一
男
女
》

華
街
、
希
望
し
て
、
お
わ
一
ハ
長
崎
巌
共
同
募
金
金
一
六
時
か
ら
十
時
ま
で
、
一

θ
声
の
オ
ー
ド
ブ
ル

O
二
〔
市
内
及
び
瓢
内
か
ら
多

一

大

村

支

会

)

一

中

央
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中

畢
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四
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闘

E
U
期
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末
贈
し
ど
〔
前
賢
券
は
市
役
所
、
叉

劃

蓄

本

歳

の

ま

立

は

各

出

張

所

で

費

寅

し

貯

o

は
始
め

w

一
て
お
り
ま
す
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〕

運

別

蓄

家

年

と

2

1
11
1

特
貯
。
商
末
つ
史
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時
、
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ま
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マ
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l
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会
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目
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の
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サ
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目

ま

で
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人
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丘
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山
ω
帥
猷
一
ゲ
ム
拾
円
主
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え
て
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役
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か
も
の
牧
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し
竺
所
秘
書
識
に
御
申
込

-E
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竺
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お
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念
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素
人
の
ど
自
慢
や
n
映
書
な
ど

日
日
夜
六
時
か
ら
・
:
:

ヘ

。
?官

氏

U

F

K

J

く、“
J

。

-
・
・
・
・
・
中
央
公
民
館
で

(旬刊〉

N
-
H
・
K
二
戚
末
助
け
合
い
募
金
の
タ

p

は
牢
紙
前
号
既
報
の
遇
h

り
、
来
る
十
一
日

午
後
六
時
か
ら
、
中
央
公
民
館
に
於
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

営
日
は
ラ
ジ
オ
の
人
気
番
組
と
し
て
日
曜

放
廷
の
呼
び
も
の
と
在
っ
て
い
る
N
-
H
・K

F

素
人
の
ど
自
慢
グ
や
A

・
G
ク
イ
ズ
番
組

三
し
て
多
く
の
フ
ァ
ン
を
一
後
十
時
絶
了
の
予
定
で
、

引
き
つ
り
て
い
る
F

ク
イ
一
特
に
松
原
、
萱
瀬
、
三
浦
-

ズ
ν
ス
ト
ラ
ン
グ
た
き
の
一
方
面
に
は
、
終
了
後
、
臨
一

公
開
録
音
を
始
め
大
映
製
一
時
メ

ス
を
運
行
し
て
、
御
一

作
映
画
『
五
木
の
子
守
唄
一
便
宜
を
、
は
か
る
こ
と
に
一

」
の
上
映
が
行
わ
れ
、
午
-
た
っ
て
お
り
ま
す
。
一
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課町一声業事
様

市
民
各
位
へ
の
お
知
ら
せ

J
い
す
べ

て

「
市
政
だ
よ
り
」

で
ナ
。
速
や
か
に
配
付
の
上
、
よ
く
お
続
み
下
き
い
。



(第49号)

を?

協
力

( 2) 

Y

官

の

一明
…ぷ
京
以
ト
強
制
安
企
預
託
一
の

一
間
以
信
州
出
悔い

一標
…

市
内
中
、
小
一
事
校

の
教
育
施
設
は
、
不
完

一目
…

全
左
が
ら
も
二
部
教
授
等
の
最
悪
の
事
態
に

は
至
ら
や
に
、
か
ろ
う
じ
て
授
業
を
綬
け
て
来

た
の
で
あ
り
ま
す
。
他
面
、
年
を
追
う

て
就
畢
児

童
の
増
加
に
伴
う
封
策
、
及
び
六
、
三
制
整
備
、

鞍
災
復
旧
、
危
険
校
舎
、
不
正
常
校
舎
解
消
等
に

鋭
意
努
力
を
績
け
て
参
り
ま
し
た
結
果
、
本
年
度

に
於
て
は
園
庫
補
助
の
対
象
ミ
し
て
、
次
の
通
h
り

認
謹
に
な
り
ま
し
た
。

使
名
一
国
庫
補
助
一
市
償
二
制
限
財
源一

備

考

一
ハ
千
囚
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一
っ
す同

UR
斤
阿
片
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1

1
1
1
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1
1
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1
11111
一
教
室
の
外

車

狙
一

け
余
吟
今
一

一、
2
0
三一

色
。
一
一
、
塁
。

一事
業
と
し
た
便
一

8

一

一

一

一

所

の

新

築

主

含

一

Z
J
l司一
5
1

一

勧
釦

7
i一八
O
D

一

四人口

一教
室

一

司引割引いんし一
~E
」

計
了
一
人
人
一
二
三
、
0

8

一
三
一
夫
一
一
0

・2
一
百
一

右
の
表
の
内
、
一
般
財
源
一
減
額
が
、
予
想
の
外
、
大
一

で
あ
る
三
三

O
万
国
は
当
一
き
か
っ
た
の
で
、
本
年
度
一

然
、
市
の
財
源
牧
入
を
以
一
の
予
算
執
行
上
に
も
一
大
一

っ
て
、
ま
か
な
わ
ね
ば
友
一
支
障
を
来
た
し
て
居
る
現
一

り
ま
せ
ん
が
、
本
年
度
「
一
般
で
あ
め
ま
し
て
、
折
角
一

デ
フ

ν
」
政
策
の
影
響
に
一
国
庫
補
助
金
が
決
定
し
た
一

よ
b
、
競
艇
事
業
か
ら
こ
も
の
h
、
-
般
財
源
の
捻
一

般
会
計
へ
の
繰
入
金
確
保

一出
は
不
可
能
の
事
態
に
立
一

が
不
可
能
た
事
、
警
察
移
至
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
リ
一

管
虻
伴
、
つ
地
方
交
付
税
の
一
そ
こ
で
市
営
局
と
教
了
ー一

.J-. 
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宅
員
、
及
び
関
係
悪
校
の

育
友
会
と
も
種
々
…
慎
重
に

検
討
を
加
え
た
結
果
、
次

の
方
法
に
よ
っ

て
財
源
を

整
備
す
る
こ
と
L
致
し
ま

し
た
。
一、

本
趣
旨
に
賛
同
さ
れ

る
人
は
P
、
T
、
A
、

に
限
ら
4
7
、
先
ホ
個
人

名
義
で
P
、
T
、
A
、

主
冠
し
金
融
機
関
に
四

町

た

明

年
定

街
燈
の
保
存
に
御
協
力
を

街
を
明
る
く
、
業
し
〈

す
る
震
に
、
市
で
は
昭
和

二
十
六
年
度
か
ら
年
女
計

画
を
立
て
、
街
燈
を
設
置

し
て
居
り
、
現
在
で
は
、

既
に
街
燈
一
五
八
燈
、
保

安
燈
ニ
五
燈
が
、
点
燈
さ

れ
て
居
め
ま
す
.

今
回
、
更
に
各
地
区

か
ら
の
要
望
を
基
に
し

て
、
逐
次
増
設
す
る
之

と
に
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
が
保
存
、
電

球
の
取
替
え
、
ス
イ
ッ

チ
の
入
替
え
に
つ
い
て

は
、
今
後
共
、
一
屠
の

御
協
力
を
お
願
い
設
し

ま
す
。
た
お
昭
和
二
十

六
年
度
以
降
C
実
績
は

下
表
の
通
め
で
す
。

ハ
商
工
水
産
課
》

カ

期

と

し

て

し
て
戴
き
、
毎
年
元
利

を
書
替
え
て
貰
う
。

二
、
預
金
先
よ
り
、

右
預

金
そ
担
保
と
し
て、

事

校
建
設
委
員
会
代
表
者

が
融
資
を
受
け
、
市
に

預
託
し
て
戴
き
、
市
は

第
二
年
目
か
ら
預
金
額

の
三
分
の
一
守
つ
を
解

約
す
る
。

る

孟手

度

見。

一
十
六
年
度

一
十
七
年
度

十
八
年
度

一
十
九
年
度
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重
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潮

地

松

原

地

計

預
金

一二
、
市

預
託
代
表

-

さ

と

約
を
取
り
交
し
、
金
一削

機
関
か
ら
融
資
を
受
け

た
利
子
等
を
補
給
す
る

四
、
預
金
者
は
、
預
金
先

の
定
め
た
定
期
預
金
利

子
の
支
梯
を
受
け
る
。

大
体
右
の
要
領

で
、
早
期

賓
現
在
期
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。

各
畢
校
の
畢
校
建

設
委
員
曾
、
P
、
T
、
A

昭 しを皆ら熱
和ま、様 れ 意
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一
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ナ
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設
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て
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る
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合
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五
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囚
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回
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大
村
支
所
の
紹
介
。
。

昭
和
二
十
九
年
三
月
か
ら
、
建
設
中
の
闘
立
箕
珠

研
究
所
大
村
支
所
は
九
月
末
竣
立
し
、
太
田
支
所
長

老
始
め
、
丹
下
技
官
、
共
の
他
、
研
究
所
員
も
着
任

し
、
い
よ
/
¥
業
務
開
始
の
運
び
に
な
っ
た
。
研
究

所
の
建
物
、
共
の
他
、
内
容
は
次
D
通
り
で
あ
る
。

〈
所
在
地
》
犬
村
市
玖
島
所
長
室
ム
事
務
室
ム
書

郷
字
玖
島
崎
ハ
電
話
大
村
ム
実
験
室
ム
実
験
処
理

八

-

九

番

》

ム

一暗
室
ム
標
本
室
ム
倉

戸
敷
地
〉
八
六
九
坪
九
八
室
ム
宿
直
室
、
及
び
小

ハ
庁
舎
d

木
造
平
家
建
、
室
モ
。
他

一
部
一
一
階
建
、
一
部
鉄
筋
験
設
備
、
器
具
等
は
高

コ
ン
ク

p
l
ト
建
一
棟
、
一
一
清
備
が
、
た

3
れ
て

建
坪
七
二
坪
、
延
坪
九
一

J
1た
お
買
珠
研
究
所
大
村

坪

五

支

所

の

果

す

役

割

に

つ

:
《
職
員
宿
舎
》
木
造
平
家
い
て
太
田
支
所
長
の
話

一
八
三
=
建
一
一
棟
(
一
五
坪
》
は
攻
号
に
掲
載
す
る
。

，
庁
舎
内
部
は
戎
の
遇
。
.
ハ
商
了
水
産
課
ぱ
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